
本
書
は
、１
９
６
０
年
代
か
ら
７
０
年
代
を
中
心
と
し
た
、

日
本
教
職
員
組
合（
日
教
組
）婦
人
部
の

労
働
運
動
に
着
目
し
、

そ
の
運
動
の
過
程
を
丁
寧
に
追
い
、

当
時
の
女
性
解
放
論
や
母
性
保
護
論
争
を

絶
え
ず
参
照
し
た
組
合
員
の

実
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
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戦
後
の
女
性
教
員
た
ち
は
、

「
女
性
の
労
働
権
確
立
」と
い
う
視
点
を
貫
い
て
、

産
休
代
替
教
員
制
度
の

制
定
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

ま
た
、他
の
労
働
組
合
と
の
連
携
よ
り
も

「
母
親
」と
の
連
帯
に
注
力
し
、

そ
の
後
の
育
児
休
業
法
制
定
へ
と
進
ん
で
い
く
。

　
本
書
は
、
戦
後
の
女
性
教
員
運
動
史
に
つ
い
て
、
と
り
わ

け
産
休
代
替
法
制
定
運
動
と
育
児
休
業
法
制
定
運
動
に
焦
点

を
あ
て
、
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
「
女
性
の
労
働
権
」

と
「
母
性
保
護
」
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
迫
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、原
資
料（『
日
教
組
運
動
資
料（
婦
人
）』『
婦

人
部
総
会
・
委
員
会
議
案
報
告
資
料
集
』『
専
門
部
婦
人
部

報
』）
を
緻
密
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
や

組
織
内
部
の
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
国
会
の
審
議
過
程
・
政

党
間
の
力
関
係
、
他
の
運
動
団
体
、
女
性
解
放
運
動
を
リ
ー

ド
す
る
理
論
も
分
析
対
象
と
し
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
中
で

い
か
な
る
選
択
が
迫
ら
れ
て
き
た
か
を
解
明
し
て
い
る
。

　
本
書
は
女
性
教
員
の
継
続
就
労
を
要
求
し
て
き
た
日
教
組

婦
人
部
の
運
動
過
程
を
解
明
し
た
最
初
の
研
究
書
で
あ
り
、

産
休
育
休
の
代
替
者
制
度
を
実
現
し
て
い
る
点
を
は
じ
め
と

す
る
そ
の
先
駆
的
な
女
性
教
員
運
動
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
の
女

性
運
動
史
研
究
の
成
果
に
女
性
教
員
の
運
動
を
位
置
づ
け
る

視
野
の
広
さ
に
も
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。
様
々
な
労
働
状
況

に
あ
る
広
範
な
女
性
た
ち
が
今
後
の
女
性
運
動
を
展
望
す
る

た
め
に
も
、
是
非
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
頂
き
た
い
。
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